
あぁ 心の旅路    松下幹生 

 
傷心を  癒すつもりの  ひとり旅 
考えもなく  手近な特急  飛び乗った 
京都でも  一人ブラブラ 歩こうか 

 
京都の象徴  東寺の塔と 
京都タワーの  お出迎え 
西に行こうか  東に行こか 
東に向いた  つま先が 
向かった先は  南禅寺 

 
降りだした  雨に逃げ込む  山門と 
水飛沫上げ  一頻り降る  にわか雨 
ふと見れば  奥に佇む  先男(さきびと)が 

 
会釈１つで  済むはずだった 
気さくに声を  掛けて来て 
いつしか術(すべ)に   堕ちゆく私 
何処から来たの？  １人なの？ 
言葉巧みな  ナンパ術 

 
傷心癒しが  台無しになり 
思わず叫ぶ  ほっといてよ 
あんたの出る幕  ここには無いの 
私は静かに  巡りたいのよ 
 


